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1号住居址出土墨書土器



箕輪町は、東西の山々を源とする中小河川と、それらが流れ込む天竜川によって形成された

河岸段丘に代表される、伊那谷の北部に位置しております。これら河川の周辺には、水と魚な

どの食料を求め、遥か先史の頃より人々が暮らし始め、現在の箕輪町に至っています。中でも

町の北西部を流れる深沢川の両岸は、古くは縄文時代からの遺跡が密集する所であり、松島大

原遺跡もその一つに数えられます。

昭和48年度、長野県教育委員会により、中央自動車道西宮線建設工事に先だっ緊急発掘調査

を実施した宝地遺跡が、本遺跡の東側に位置しています。その調査では、縄文時代、奈良・平

安時代を中心に、住居跡を始めとする遺構の数々が検出され、当時の生活を物語る土器や石器

などの貴重な遺物が豊富に出土しています。本遺跡は、この堂地遺跡に非常に関連性を持ち、

深沢川右岸遺跡群の中でも重要な箇所と言えるでしょう。

今回は、町土地開発公社が行う公園墓地造成事業にあたり、町教育委員会が実施した緊急発

掘調査の報告書であります。今までと同様に、学術的に貴重な資料を収めることができました。

その内容につきましては、本書の中で詳細に記してあります。多くの皆様に広く活用され、地

域の歴史解明の一助となれば幸いと存じます。

最後になりましたが、本事業の遂行にあたり、深いご理解とご協力をいただきました、町土

地開発公社並びに地元の松島区、そして調査関係者の皆様方に、本書の刊行をもちまして心か

ら感謝申し上げます。

箕輪町教育委員会

教育長　堀　口　　泉



1．本書は、長野県上伊那郡箕輪町中箕輪11，217番地3他に所在する松島大原道遺跡の緊急発

掘調査報告書である。

2．本調査は、箕輪町土地開発公社より委託を受けて、箕輪町教育委員会が行ったものである。

平成6年7月18日から10月7日まで現場作業を、10月8日から7年3月20日まで整理作業

及び調査報告書の作成作業を行った。

3．本書を作成するにあたり、作業分担を以下のとおり行った。

遺物の洗浄・注記一漆山美晴、大串久子、百瀬千里

遺物の接合・復元一福沢幸一

遺構図の整理・トレースー赤松　茂、漆山美晴、根橋とし子、丸山あゆみ、宮脇陽子

遺物の実測・トレースー大串久子、根橋とし子、宮脇陽子、百瀬千里

挿図作成一赤松　茂、浦野美幸、漆山美晴、根橋とし子、百瀬千里

写真撮影・図版作成一赤松　茂、池上賢司、後藤主計、北候昭芳

4．本書の執筆は、赤松　茂、根橋とし子が行った。

5．本書の編集は、赤松　茂、浦野美幸、漆山美晴、大串久子、池上賢司、後藤主計、

根橋とし子、樋口彦雄、福沢幸一、北候昭芳、丸山あゆみ、宮脇陽子、百瀬千里が行った。

6．出土遺物及び図版類は、すべて箕輪町教育委員会が保管している。広く活用されたい。

7．本調査及び本書の作成にあたり、各機関並びに個人の方々にご指導ご協力をいただいた。

記して感謝申し上げる。

機関一松島区、（財）長野県埋蔵文化財センター、箕輪町土地開発公社、上伊那西天竜

土地改良区

個人一助川朋広、小平和夫1友松　諭、福島　永



凡

1．遺構実測図は、次の縮尺に統一した。

住居址・掘立建物址・ロームマウンドー1：60、カマド・土坑・ピット・火葬墓－1：40

2．遺物実測図・拓影図は、次の縮尺に統一した。

土器実測図－1：4、土器拓影図－1：3、鉄器実測図－1：2

3．土層及び土器の色調は、『新版　標準土色帖』を用いて記してある。

4．土器の接合状況は、観察できるもののみ断面に表示してある。

5．遺構実測図中におけるスクリーントーンの表示は、次のものを表す。

炭化物付着 石断面　　　　●土器　　　　△鉄器

7．土器実測図中におけるスクリーントーンの表示は、次のものを表す。

須恵器仁子つ土師器内面黒色処理

8．土坑及びピットの一覧表の法量は、上から長径・短径・深さの川副こ記し、単位はcmである。

また、現存する数値は（）で、－は計測不能を表している。

9．出土土器観察表の法量は、上から口径・底径・器高の順に記し、単位はcmである。また、

現存する数値は（）で、－は計測不能を表している。

10．出土鉄器観察表の法量は、上から長さ・幅・厚さの順に記し、単位はcmである。重さの単

位は、gで表している。共に、現存する数値は（）で、－は計測不能を表している。
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表　　日　　次

第1表　周囲遺跡分布一覧表

第2表1号住居祉出土鉄器観察表

第3表1号住居址出土土器観察表

第4表　2号住居址出土土器観察表

第5表　2号住居祉出土鉄器観察表

第6表　土坑一覧表

第7表　ピット一覧表

図　版　目　次

巻頭カラー図版17号土坑出土土器、1号住居址出土墨書土器
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図版2　土層堆積状況、1号住居祉

図版3　1号住居址掘り方、2号住居址

図版4　2号住居祉（拡張前）、2号住居址掘り方

図版5　1号住居址カマド、2号住居址カマド1（出土状況）、2号住居址カマド2（内部状況）

図版610号土坑、7号土坑、3号土坑

図版717号土坑遺物出土状況、17号土坑、1号ロームマウンド断面

図版8　1号掘立柱建物址、火葬墓

図版9　1号住居址出土土器、鉄器

図版10　2号住居址出土土器1

図版112号住居址出土土器2、鉄器

図版12　17号土坑出土土器、調査協力者



第I章　発掘調査の概要

第1節　調査の経過

松島大原遺跡は、箕輪町松島地籍の北西部に所在し、天竜川に注ぐ中小河川によって形成さ

れた複合扇状地はぼ中央部で、深沢川右岸の微傾斜地に立地する。深沢川の両岸は、集落址を

中心とした、縄文、弥生、古墳、奈良、平安時代の複合遺跡地帯である。折しも、中央自動車

道が本流路を横断するにあたり、その建設工事に先だち右岸は堂地遺跡、左岸は中道遺跡を発

掘調査が実施された。その結果、両遺跡とも縄文、奈良・平安時代の大集落遺跡である事が判

明し、特に後者の時代では、伊那谷北部を代表する遺跡の一つとして広く知られるようになっ

た。

平成5年度に町土地開発公社は、将来的に展望した墓地の確保に対処するため、昭和48年度

大

第1図　位　置　図

－1－



に調査実績のある堂地遺跡狐窪調査地の西側継続地、面積4，000nf以上の用地を公園基地化

する第一期計画を町教育委員会に提示した。両機関はそれに基づいて、過去の調査実績を踏ま

えた同開発地区内に包蔵すると予測される文化財の保護協議を重ね、新たに松島大原遺跡とし

て命名し、調査による記録保存を実施する運びとなった。翌平成6年7月、両機関の問で発掘

調査の委託契約が交わされ、町教育委員会は新たに調査団を結成し、同月19日より10月7日ま

で発掘調査を実施した。調査終了後、直ちに整理作業を開始し、平成7年3月30日を持って報

告書の刊行に至った。

尚、調査地点は、上伊那郡箕輪町大字中箕輪11，217番地の3他、東経137058′10〝、北緯

35055′　25〝、標高760～765mに位置する。

第2節　調査組織の編成

調査主体・事務局

箕輪町教育委員会　教　育　長　堀口　泉

社会教育課長　大槻　丞司

副　参　事　柴　登巳夫（箕輪町郷土博物館館長）

副　主　幹　青木　正（同館職員）

主　　　　査　赤松　茂（同館学芸貞一調査主任）

臨　時職員　酒井　峰子

臨　時　職員　根橋とし子（調査員）

臨時職員　宮脇　陽子（調査員）

調査団

調査団長　樋口彦雄

調査主任　赤松　茂

調査員　福沢幸一

調査員　根橋とし子

調査員　宮脇陽子

調査団員　池上賢司、井上武雄、井上隆次、浦野美幸、漆山美晴、遠藤　茂、大串久子、

大槻泰人、大槻茂範、岡　正、金沢昭吾、久保田恭子、倉田千明、小池久人、

小嶋久雄、後藤主計、小松美奈子、笹川正秋、戸田隆志、野村金吉、伯蓄原　正、

北傑昭芳、堀　五百治、堀　美人、堀内昭三、Michaei．Wittmer、松田貰一、

丸山あゆみ、水田重雄、向山幸次郎、百瀬千里、山口昭平、山田武志

－2－



第3節　調　査　日　誌

7月19日（火）晴

前日が雨天のため、調査の初日。調査区を、南

北方向に8本のトレンチを設定し、大型重機で

試掘を行った。

7月20日（水）晴

機材の搬入、事務所の設営、周囲の草とりを行

い、町長並びに関係者の列席のもと、調査団の

結団式を行った。また、昨日掘削したトレンチ

内の遺構の有無と、土層堆積状況の確認作業を

行った。

7月21日（木）晴

遺構範囲の確認後、重機にて表土剥ぎを行い、

3分の1が終了した。

7月22日（金）暗

上面確認を全員で行う。確認された遺構に石灰

で白線を引く。重機による表土剥ぎも引き続き行った。

7月25日（月）晴

表土剥ぎを行う。終日、上面確認。トレンチ内の住居址のプラン確認。

7月26日（火）～8月1日（月）晴

上面確認を行う。

8月2日（火）晴

火葬墓の断面測量を行う上面確認も進む。

8月3日（水）晴

終日、上面確認。確認されたプランに白線を引

く。

8月4日（木）晴

火葬墓についての学習会を行う。写真と平面図

をとる準備。上面確認も進む。

8月5日（金）晴のち雨

引き続き上面確認。伊那警察署の鑑識職員が火

－3－



葬墓出土の骨片の検視に訪れた。

8月8日（月）晴

上面確認を行う。火葬墓の平面測量と側面測量

の続きを行った。

8月9日（火）晴

調査区南側の土層断面をとるため約5m幅で壁

削りを行う。引き続き上面確認。

8月10日（水）晴

調査区東側・西側の断面測量を行う。明日より

お盆休みのため、作業は本日で一時中断する。

8月22日（月）晴

調査を再開。住居址の掘り下げを行う。1～4号住までの堀りを班毎に分かれて行う。

8月23日（火）晴

1・2号住居址の掘り下げ、土坑・ロームマウンドの半掘り等を行った。

8月24日（水）晴

各土坑と2号住のベルトのセクションをとる。土坑の半掘りを行う。

8月25日（木）暗

土坑の半カット、1・2号住のベルトはずし等を行う。

8月26日（金）晴

柱穴列の半掘・測量を行う。ロームマウンドの全掘を行った。

8月29日（月）晴

1号住のカマドのセクション、2号住の床の精

査、ロームマウンド・土坑の掘り、柱穴列の写

真と測量を行った。住居址と思われる箇所には

サブトレンチを設定し掘ることになった。

8月30日（火）晴

柱穴列の土層注記と全掘、土坑の半掘、ローム

マウンドの全掘、1号住のカマドの測量、学習

会を行う。全員での掘りは本日で終了。

8月31日（水）晴

ロームマウンドの掘りを行う。

9月1日（木）晴

グリッド打ちを行う。1号住は精査と写真撮影。

一4一



ロームマウンドの全掘。

9月2日（金）晴

測量を中心に行う。遺構の写真、遺物の取り上

げ、グリッド位置と全体模式図の作成。

9月5日（月）晴

測量を中心に行う。遺構の平面測量や全体写真

の撮影、グリッドの名称入れの作業も行った。

9月6日（火）晴

1・2号住の遣り方測量、土坑・ピットの写真

撮影を行う。

9月7日（水）晴

1・2号住カマドの実測を行う。土坑・ピットの平面測量は終了。

9月8日（木）曇り

1・2号住カマドの測量、柱穴列等の写真撮影を行う。サブトレンチの土層断面測量。

9月9日（金）晴

2班に分かれ全体測量を行う。住居址の床剥ぎ、遺構の測量と写真撮影を行う。

9月12日（月）晴

カマドの掘り方図、注記、写真撮影、床下の断面測量を行う。

9月14日（水）暗

全景写真撮影、1号住床下とカマドの掘り方平面図作成、2号住床下土器の取り上げを行う。

9月20日（火）晴

全体写真撮影、1号住掘り方図のレベル入れ、2号住床下の掘りを行う。

9月21日（水）晴

引き続き2号住床下掘り、カマドの測量を行う。

9月22日（木）曇りのち雨

2号住掘り方写真撮影を行う。午後は雨天のた

め中止。

10月7日（金）晴

機材・事務所の撤収。測量の補修を行い、全作

業を終了する。明日より室内整理作業。
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第II章　遺跡の環境

第1節　自　然　環　境

箕輪町は、西は木曽山脈、東は赤石山脈に囲まれた伊那盆地の北方にあり、諏訪湖を源とす

る天竜川が、町のほぼ中央を東西に二分するように南流している。天竜川西岸に発達した広大

な扇状地は、木曽山系の山々から天竜川に流れ込む中小河川によって形成された複合扇状地で

ある。北から、北の沢川、桑沢川、深沢川、帯無川、大泉川、小沢川と続き、南はど流路が長

くなっている。それは、西側の山々が北から南にかけて高さを増しているためで、その流路に

比例して山麓に形成される扇状地の規模も大きくなっている。扇状地における地質構造は、ロ

ーム層とその下の砂岩・粘板岩を主とする円礫層・砂の層で構成されている。天竜川はその末

端部を南流し、流路に沿って河岸段丘を作り上げている。段丘の突端部は、天竜川や中小河川

の氾濫による水害を受けにくい東側に面する緩やかな傾斜地である。段丘下には、扇頂部や扇

央部より地下に浸透した地下水が伏流水となって天竜礫層と沖積層の境に湧き出る湧水が多く、

扇状地を流れる小河川の水利と合わせ、豊かな水源に恵まれている。また、段丘崖下には、天

竜川による広大な氾濫原を見ることができる。

松島大原遺跡は、深沢川の沿岸に形成された中小規模の段丘上に立地する遺跡群に属してい

る。このように、恵まれた自然環境の中で一時期の繁栄を誇ったのであろう。

上空より遺跡を望む
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第2節　歴　史　環　境

箕輪町は、天竜川を挟んで典型的な河岸段丘と扇状地が形成された地形で、湧水にも恵まれ

先史より人が居住し易い好的な所といえる。町内にはそんな原始・古代人たちが残した足跡と

もいうべき多くの遺跡が散在し、現在のところ包蔵地176箇所、古墳24基が確認され、上伊那郡

内においても屈指の遺跡地帯として知られている。

その多くは河岸段丘状及び扇状地に立地しており、天竜川右岸の遺跡の分布状況は、河岸段

丘の突端部にみられる遺跡と、深沢川や桑沢川などの天竜川に注ぐ小河川の両岸に所在する遺

跡（1～7）、東西の山裾に広がる遺跡、の3類に大別することができ名。本年までに行なわ

れた発掘例を中心に前者について概観してみると、縄文・弥生・奈良・平安の各時代の集落吐、

及び墓域を中心とした生活の痕跡、更に段丘崖下の箕輪遺跡に代表される生産遺跡も確認され

ている。

今後、これらの遺跡を保護していく上でも、この一帯における開発には、充分な注意を図っ

ていく必要があるといえる。

第1表　周辺遺跡分布一覧表

番号 遺 跡 名 地　 籍 立　 地
時　　　　　 代

備　　　　　　　 考
旧石 縄文 弥生 古墳 泰平 中近

1 松島大原 松　 島 扇　 央 ○ ○ ○

2 祝　　　 神 八乙女 扇　 央 ○

3 五　　　 輪 八乙女 扇　 央 ○ ○ ○ ○ 昭和48年度発掘調査実施

4 竜　 ヶ　崎 下古田 台　 地 ○

5 中　　　 道 大　 出 扇　 央 ○ ○ ○ ○ 昭和48年度県教委、
63、平成5・6年度発掘調査実施

6 望　　　 地 松　 島 扇　 央 ○ ○ ○ 昭和48年度県教委、
62・平成5年度発掘調査実施

7 大　 道　 上 松　 島 扇　 央 ○ ○ 平成6年度試掘調査実施
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第2図　周辺遺跡分布図
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第III章　調査の結果

第1節　調査方法と結果概要

調査区は、その東側が昭和48年度に中央自動車道路建設に先立っ堂地遺跡の発掘調査が実施

された箇所にあたり、工事対象面積4．000Iが全面積が今回の調査対象であった。一帯は、西天竜

による土地改良が及ばず、僅かながら南北にうねりを残す、緩やかな自然傾斜地である。現在、

胡桃・梅の林、雑穀・野菜の畑作地等が一帯の土地利用であるが、かつては松や雑木が生い茂

る、地元ではこの一帯を「山」と呼ぶ森林地帯であった（第3図）。

調査は、まず調査地範囲の遺構の有無を確認すると同時に、本調査対象範囲を定めるための、

試掘調査から取りかかった。調査区を南北方向におよそ10m間隔で、トレンチの基準を4ヶ所

程設定し、大型バックホーで部分的に土層の変化を確認しながら掘削を行った。その結果、調

査区の南東部に向かって、緩やかな自然傾斜がみられると同時に堆積土も厚く、暗褐色土（Ⅳ

層）確認面で遺構の検出が得られたのに対し、北西部においてはテフラ層（Ⅵ層）ないしテフ

ラの漸移層（Ⅴ層）まで削平され、その確認面で遺構が検出した。そして、地形の傾斜を考慮

し、遺構確認面の直上までの表土を大型バックホーで剥ぎ取り、その後は手作業による遺構上
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第3図　調査区設定図
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面確認作業、遺構内覆土の掘削及び断面測量、写真撮影・平面測量等の記録作業の手順で行っ

た。遺構は、種別ごとに検出順で番号を付けた。グリッドは、5m四方で主軸を南北方向に合

わせ設定し、南北方向をアルファベットで、東西方向をローマ数字を用いて呼称した。記録作

業における標高の割り出しは、調査区の南東部の道路面に工事用ベンチマークを基準にして、

調査区南側にベンチマークを設定した（762．233m）。

第2節　土層堆積状況

天竜川西岸の扇状地上における地質構造は、耕作土等黒褐色腐食土層→火山灰土層（テフラ

層）→砂岩・粘板岩を主とする砂礫層という堆積状況が普遍的にみられる。遺構の検出は、主

に耕作土下の自然堆積黒褐色土、もしくはテフラの漸移層が一般的で、土地改良等による地形

の削平により、テフラ確認面が遺構検出面である場合も少なくない。また多くの遺構は、テフ
．

ラ層内にまで掘り込むものが多く、中には砂礫層にまで及ぶものも見られる。

I層一にぷい黄褐色土（10YR4／3）　明黄褐色土（10YR6／6）をまばらに含む、耕作土等の表土。

Ⅱ層一明黄褐色土（10YR7／6）　土地改良工事によるものと思われる、人為的な搬入土。本調査

区においては、南東部にのみ確認された。

Ⅲ層一黒褐色土（10YR3／2）　0．5～5cmの礫をまばらに含む。

Ⅳ層一暗褐色土（10YR3／3）　0．5～5cmの礫をまばらに含む。本層確認面が奈良・平安時代の

遺構確認面である。

Ⅴ層一褐色土（10YR4／4）　黄褐色土（10YR5／6）を多量に含む。第Ⅵ層の漸移層で、縄文時代

の遺構確認層である。

Ⅵ層一明黄褐色土（10YR6／8）　一般的に本地域では、ローム層または赤土と呼ばれる火山灰土

層（テフラ）。

第4図　土　層　図

－10－

0　　　　　　　　　　2m

上　（1：40）l



第Ⅳ章　遺構　と　遺物

第1節　住　居　祉

1号住居址

遺構（第5・6図）調査区の南東、B－8・C－8グリッドに位置する。N－830－Wに主軸

を指し、南北幅が3．9m、東西幅が3．9mを測る隅丸方形を呈するプラン形状である。覆土は4

分層され、炭化物の混入も少ない黒色または黒褐色の比較的単一的な土質であった。

床は全体的に堅固に叩き締められ、中でも中央部とカマドの周辺が著しい。貼床及び貼床下

の埋土も4分層でき、貼り床は主に床面の外周に施され、中央部は地山のテフラを叩き締めた

状態を観察している。

壁残高は35～50cmを測り、緩やかな傾斜のせいか西壁に対し東壁が浅く、10～15cm程の比高

差が認められた。

周溝は、床面より5cm前後の深さではぼ壁下全域に巡らされる。また、南東コーナーには、

1m前後の径で床面から15～20cm深さを測る円形の土坑状の落ち込みが確認され、外周する周溝

と直結する。尚、周構内（一部床面）には不規則な間隔ではあるが、直形5cm前後の小穴が認

められたが、柱穴を匂わせるピットの痕跡は掘型からも認められなっかった。

カマドは、西壁の中央やや左側に位置し、抽部は黄褐色及び暗褐色のテフラを主に自然石と

で構成された石芯粘土カマドである。袖部の前方部に残存する芯石は、土圧により火焼部に倒

れ混み、天井部を形成していたと思われる抽部とほぼ同じテフラの粘土は、左側コーナーの土

坑内に流入していた。また火焼部の床面は著しく火熟を受けた状況を示し、その奥中央には脚

石が残存していた。煙道は、火焼部と段部を持って区切られ、西へ95cm程張り出している。

遺物（第7・8図）鉄器は、9．0×4．8cmの長方形を呈する板状鉄器（1）で、中央に0．8cm、

基部に2ヶ所0．5cmの穿孔がなされ、基部は欠損する。用途は不明である。須恵器は杯（2・3）、

蓋（4）、蛮（9）が、土師器は蛮（7・8・11）、小型蛮（5・6・12）が出土した。まとまっ

た遺物は、壁部にまばらに見られた以外は主にカマド内とその周辺部に集中して出土している。

2の杯は、やや内湾気味に立ち上がる体部で、底部に墨書で「帯宮」？の文字が認められる。

嚢は、ナデ後パケ調整による長胴嚢（7・8）とロクロ整形蛮（10）と、非ロクロ整形の小型

蛮よる構成が見られる。
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1層：10YR2／2（黒褐色）
2層：10YR2／2（黒褐色）
3層：10YR2／1（黒色）
4層：10YR2／1（黒色）
5層：10YI（2／1（黒色）
6層：2．5YR4／8（赤褐色）
7層：10YR5／8（黄褐色）
8層：10YR5／6（黄褐色）

∧
巾
へ
只

径0．1cmのローム粒子を20％含む
径0．1～0．5CⅢlのローム粒子を5％含む
10YR6／8（明黄褐色）のロームブロックを2％含む
10YRG／8（明黄褐色）のローム粒子を10％含む
10YR6／8（明黄褐色：与のローム粒子を5％、焼土を3％含む
火焼を強く受けている

7層より締まりが弱い

第5図1号住居址実測図
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第6図　1号住居址カマド実測図

、
田
　
∧
巾
小
菅

皿l

＼
千
三
二
－

1層：10YR2／2（黒褐色）
2層：5YR3／4（暗赤褐色）

A　3眉：10YR2／3（黒褐色）

層
層
層
層
　
層
層
層
層

4
5
6
7
　
8
9
1
0
1
1

7．5YR3／3（暗褐色）
2．5Y4／4（オリーブ褐色）
：10YR3／3（暗褐色）
：2．5Y4／4（オリーブ褐色）

10YR3／3（暗褐色）
5YR3／6（暗赤褐色）
2．5YR4／8（赤褐色）
5YR3／3（暗赤褐色）

12層：10YR3／4（暗褐色）
13層：2．5Y4／3（オリーブ褐色）
14層：10YR5／8（黄褐色）

これらの特徴から、本址は奈良時代

から平安時代初段階に時期判定を考える。

0　　　　　　　　　　1m

l　（1：40）　l

径0．1onのローム粒子を20％含む
5YR4／8（赤褐色）を50％含む。
10YR5／4（にぷい黄褐色）のハードブロック
を30％、焼土を2％含む
10YR4／Gを2％含む

2．5Y4／4を2％含む
5YR4／6（赤褐色）と10YR2／2（黒褐色）を
5％含む
5YR4／8（赤褐色）を2％含む
10YR5／8（黄褐色）のローム粒子を3％含む
焼土を50％以上、炭化物を2％含む
7．5YR5／8（明褐色）のローム粒子を10％、
炭化物を5％含む

10YR5／8を1％含む

」一二⊥ンここ⊂二二二⊃12

q＝⊂＝＝こ＝ユニく∋

O l5cm

」＿」上里＿⊥」

第8図1号住居地出土鉄器実測図

第2表1号住居址出土鉄器観察表

番号 器　 種　 名 法量（cm） 重さ（g） 特　　　　　　　　　　　 徴

12 板状鉄器
（9．0）

31．9

ほぼ中央部に直径0．8cmの穿孔が、また下部に約0．5cmの穿

4．8
0．2

孔が 2 ヶ所認められる。用途不明。
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第3表1号住居址出土土器観察表

番 号 器　 種 法　　 皇 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 調　　　　　　　　　　　　 整 備　　　　　　　 者

1 坪

12 ．8 休 部 が 内湾 ぎ み に立 ち上 が り、 口綾 部 は 外面 一口 クロ ナ デ、 底 部 回転 糸切 り 胎土 中 小 石 ・砂 粒 を 含む

7．0

4 ．2

直 線 的 に開 く。底 部 平底 。 内面 一口 タロ ナ デ 底部 墨 書 「帯 宮 」 ？

5 Y 7 ／1 （灰 白色 ）

2 坪

（14 ．4 ） 休 部 は 内湾 ぎみ に開 く。 外面 一 口 タロ ナ デ 胎土 に 砂 粒含 む 。

（3 ．9 ）

内面 一口 クロ ナ デ 5 Y 6 ／3 （オ リー ブ黄 色

）

3 蓋

外 面 一 口 タロ ナデ 、 天井 部 へ ラ ケズ リ つ まみ 部欠 損 。 内面 自然

（15 ．4 ）

（3 ．0 ）

内面 一 口 クロ ナデ 紬 付 着 。

4 小 型 碧

（11 ．2 ） 口綾部 「く」 の字 状 に短 く外反 し、胴 部 外 面 一 口綾 部 ヨ コナ デ、 胴 部 ナデ 胎 土 に雲 母 、 砂粒 を含 む。

は 藍く　 らむ。 ロ　 ロ と頸 口の 境 に　 を 内面 一 口綾 部 ヨ コナ デ、 胴 部 ナデ 10Y R 6 ／4 （にぷ い　 且

（7 ．3 ） 有 す る。 色 ）

5 小 型護

（10 ．6 ） 口綾部 は 「く 」の 字状 に 短 く外 反 す る。 外 面 一 口緑 部 ヨ コナ デ、 胴 部 ナデ 炭 化物 付 着 。 胎土 に 雲母 、

（5．0 ）

内面 －ナ デ 砂 粒含 む。 10 Y R 5 ／3

（にぷ い黄 褐 色 ）

6 長 胴窪

（23．0 ） 口綾部 は 短 く外 反 す る。 外 面 一 口綾部 ヨ コナ デ、 胴 部縦 方 向 のパ ケ 外 面炭 化 物 付 着。 胎 土 に

目 、　　　 口の み ヨ コナ デ 雲 母、 砂 l　 む。

（31．4 ） 内面 一 口縁部 ヨ コナデ 後 パ ケ 、胴 部 ナデ 7．5Y R 6 ／4 （橙 色 ）

7 窪

（22．8 ） 口綾部 「く」の 字 状 に外 反す る。 外 面 一 口綾部 ヨコ ナデ 、 胴部 は部分 的 に 胎 土 に雲 母 、砂 粒 を 多 く

パ ケ　 が ．る む。

（9．0 ） 内面 一 口綾部 ヨ コナデ 、 胴部 ナ デ 7．5Y R 7 ／4 （程 色 ）

8 碧

休部 が や や 内湾 ぎみ に立 ち上 が り、 底 部 外 面 一 口タ ロナ デ 、底 辺部 へ ラケ ズ リ 外面 、 自然軸 付 着 。胎 土 に

9．2

（12．6 ）

平底 。 内 面 一 口 クロナ デ 砂粒 を含 む。

2．5Y 6 ／2 （灰 黄 色 ）

9 窪

休 部は 直 線的 に 立 ち上 が り、 底部 平 底 。 外 面 一口 タ ロナ デ、 底 部静 止 糸 切 り 外 面 炭 化 物付 着 。 胎土 に

9．1

（6．6）

内 面 一口 ク ロナ デ 雲 母 、 砂 粒 を含 む。

7．5Y R 6 ／6 （橙色 ）

10 窪

胴部 に比 べて 、 底部 の 器厚 が 薄 い。 外 面 －パ ケ 胎 土 に 雲母 、 砂 粒 を含 む。

（10．8＿）

（4．7）

底部 平 底 。 内 面 －パ ケ 10 Y R 6 ／4 （にぷ い黄 橙

色 ）

1 1 護

底部 平 底。 外画 一パ ケ 、 底部 木 葉痕 胎 土 に 砂粒 を含 む。

（6．8）

（3．2）

内面 －パ ケ 10 Y R 7 ／3 （にぷ い黄 程

色 ）
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2号住居址

遺構（第9図）調査区のほぼ中央、F－6・7グリッドに位置する。主軸をN－820－Wを指

し、1号住居址とおよそ同じ方向を示す。南北幅が4．3m、東西幅が4．2mを測る隅丸方形を呈

するプラン形状であるが、カマドが構築される西壁のみカマドに向けて壁が広がり、むしろ五

角形を思わせる形状である。また、覆土は9分層されたが、第7・8層と9・10層の2層に床

が確認でき、改築もしくは増築を行った形跡が認められた。特に第7・8層床面時のプラン形

状は、北西コーナーがやや角ぼり、壁下の周溝も貼り床もなく、掘り込んだテフラ露出面を叩

き固めた拡張部を造作している。それに対し第9・10層床面は、本来のプランと考えられ、北

西コーナーの周溝も構築され、形状も南西壁とはぼ対象となる。炭化物の混入は下層はどその

割合が多くなり、褐色または黒・暗褐色の比較的単一的な土質であり、第3～6層にかけて拳

大から人頭大の礫が混入する。

第7・8層の床は、全体的に叩き締められてはいるが、部分的に軟弱な箇所、特に外側はど

それが顕著に現れている貼り床である。第9・10層床は、第7・8層床よりも堅固に叩き締め

られ、中でも中央部とカマドの周辺が著しい。貼り床及び貼り床下の埋土も4分層でき、テフ

ラ露出面の叩きは認められなかった。

第7・8層の床の壁残高は57～62cmを測り、緩やかな傾斜のせいか西壁に対し東壁が浅く、

5cm前後の比高差が認められた。周溝は、床面より5cm前後の深さではぼ壁下全域に巡らされ

るが、拡張箇所は上記のとおり認められない。また第9・10層床の壁残高は62～75cmを測り、

周溝はのはぼ全域に巡らされる。尚、柱穴と思われるピットの痕跡は掘型からも認められなっ

かった。

カマドは西壁のほぼ中央に位置し、褐色系の粘土を主体に自然石とで構成された石芯粘土カマ

ドである。抽部の芯石は土圧による倒れ混みも少なく、覆土断面に観察できた天井部と思われ

る火焼した粘土層も確認できた。また、煙道は外部へ突出し、天井部の板状の石材も残存し、

火焼部に対し段部を形成して登り窯状になっていた。尚、火焼部に接する芯石と床面は、著し

く火熟を受けた状況を示していた。

遺物（第10～12図）須恵器は高台付杯（1）、杯（2～6）が、土師器は蛮（7～9・12～

15）、小型蛮（10・11）が出土している。嚢は、ナデ後パケ調整による長胴蛮（7～9）とロ

クロ整形蛮（10～13）とによる構成が見られる。器形を判別できる土器のほとんどが、第7・

8層床面のカマド南前方部に集中しており、第9・10層床面出土土器との接合はないものの、

著しい形式的変化は感じられない。鉄器は、くさび状鉄器2点（16・17）と、鉄棒2点である。

また、東壁に編み物石と思われる集石が認められた。

これらの特徴から、本址は奈良時代から平安時代初段階に時期判定を考える。
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1層：10YR3／3（暗褐色）

2層：10YR3／4（暗褐色）

3層：10YRA／4（褐色）

4層：10YR3／4（暗褐色）

5層：10YR2／3（黒褐色）

6層：10YR4／4（褐色）

7層：10YR3／2（黒褐色）

8層：10YR2／3（黒褐色）

9層：10YR2／3（黒褐色）

10層：10YR2／1（黒色）

11層：10YR4／6（褐色）

12層：10YR5／8（黄褐色）

ローム粒子を2％含む

ローム粒子を5％含む

ローム粒子を10％含む

ローム粒子を5％含む

ローム粒子を3％、炭化物を1％含む

ローム粒子を10％、部分的に焼土ブロックを含む

ローム粒子を3％、焼土を1％含む

ロームブロックを15％、焼土ブロックを1％含む

拡張後床面（貼床）

ローム粒子を10％、焼土ブロックを1％含む

ローム粒子を10％含む　拡張前床面（貼床）

黒色土（10YR2／1）を5％、土器片まばらに含む

第9図　2号住居址・カマド実測図

1層：10YR3／3（暗褐色）

2層：7．5YR2／3（極暗褐色）

3層：2．5YR4／6（赤褐色）

4層：7．5YR3／3（暗褐色）

5層：2．5YR5／8（明赤褐色）

6層；5YR4／8（赤褐色）

㌧

の 一・ 鮎

／

こ 了

ノ

D
l

＼こ’

1m
（1 ：20 ） I

住居址内集石出土状況

住居址覆土1層に該当

口一ム粒子を5％含む

焼土（カマド天井部？）締まり強

ローム粒子を5％含む

焼土が主体

焼土（火焼部）締まり強

7層：7．5YRZ／3（極暗褐色）

8層：10YRZ／3（黒褐色）

9層：10YR2／1（黒色）

10層：10YRZ／2（黒色）

11層：5YR2／3（極暗赤褐色）

12層：7．5YR4／6（褐色）

13層：7．5YR3／2（黒褐色）

14層：10YR3／3（暗褐色）

ローム粒子を10％含む

住居址覆土8層に該当

住居址覆土10層に該当

口一ム粒子を2％含む

褐色土（7．5YR4／6）を2％含む

締まり強（天井部？）

ローム粒子を10％含む

」（1：40）l
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第10図　2号住居址出土土器実測図1
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「
第11図　2号住居址出土土器実測図2

第4表　2号住居址出土土器観察表

＼」三二♂5

0　　　　　　　　　10cm

」（1‥4）」

番号器　種法　　皇器　　形　　の　　特　　徴 調　　　　　　　　　　　　 整 備　　　　　 考

1高台付

（12．6）休部は直線的に開く。 外面一口タロナデ、底部回転糸切り後胎土に小石、乳白色砂粒を

8．4 高台貼り付け 多く含む。焼成良好。5Y

塔 3．8 内面一口クロナデ 6／2（灰オリーブ色）

2 坪

（13．2）休部は直線的に大きく開く。 外面一口タロナデ、底部回転糸切り？胎土に小石、砂粒を含む。

（6．6）

3．6

内面一口タロナデ 5Y6／2（灰オリーブ色）

3 坪

（12．2）休部は直線的に開く。 外面一口タロナデ、底部回転糸切り 胎土に砂粒を多く含む。焼

5．4

3．8

底部平底。 内面－ロタロナデ 成長好。底部に墨書「上」の

文字を有す。7．5Y6／1（灰色）

4 坪

（11．4）休部は直線的に開く。 外面エロタロナデ、底部回転糸切り 胎土に砂粒を含む。

3．2

5．2

内面一口タロナデ N6／0（灰色）

5 坪

（13．2）休部はやや内湾ぎみに開く。 外面一口タロナデ、底部回転糸切り 胎土に小石、砂粒を含む。

（6．8）

4．4

内面一口タロナデ 部分的に錆付着。

5Y6／1（灰色）

6 坪

（13．2）

（2．7）

外面一口クロナデ

内面一口タロナデ

10YR6／2（灰黄褐色）

7長胴窪

（23．0）口縁部は弓なりに外反し、胴部は長く直外面一口綾部ヨコナデ、胴部ナデ 外面炭化物付着。胎土に

（15．0）線的に下降する。 内面一口緑部ヨコナデ、胴部ナデ 雲母、砂粒を含む。10YR

33．1 底部平底。 6／4（にぷい黄橙色）

8長胴碧

（19．5）口綾部は「く」の字状に外反し、胴部は外面一口綾部ヨコナデ、胴部縦方向のパケ胎土に雲母、砂粒を含む。

（20．6）直線的に下降する。 目後、横、斜位方向のナデ 10YR5／4（にぷい黄褐

内面一口綾部ヨコナデ、胴部パケ 色）

9 碧

（21．6）口綾部は弓なりに外反する。 外面一風化のため部分的にパケが残る胎土に雲母、砂粒を含む。

（19．5） 内面－ナデ 10YR6／4（にぷい黄程

色）

10 壷

14．8 口綾部は「こ」の字状に外反し、胴部は外面一口クロナデ、底辺部へラケズリ胎土に砂粒を含む。

7．2

12．6

軽く膨らむ。 内面一口クロナデ 7．5YR6／8（程色）

11小型碧

（11．8）口綾部は弓なりに外反し、胴部は球状を外面一口クロ回転パケ目、底部？ 10YR4／3（にぷい黄褐

（7．0）

10．8

呈する。 内面一口綾部ロタロ回転パケ、胴部ロタロ

ナデ

色）

12

13

・二 9．0

内面底部中心が急に落ち込んでいる。外面一ロタロ回転パケ目底辺部へラケズリ胎土に雲母、砂粒を多く含

底部平底。 底部糸切り切り離し後へラナデむ。10YR5／3（にぷい

（10．2） 内面－ロタロ回転パケ 黄褐色）

窺

底部器厚が厚く、平底。 外面一口クロナデ 外面炭化物付着。胎土に雲

9．2

（10．6）

内面一口タロ回転パケ 母、白色砂粒を含む。7．5

YR6／4（にぷい橙色）

14 護

外面一口クロナデ 外面炭化物付着。胎土に雲

（9．3）

（8．5）

内面一口クロナデ 母、白色砂粒を含む。7．5

YR6／6（程色）

15 窺

外面一口タロナデ、底部静止？糸切り内面炭化物付着。胎土に雲

（8．4）

（3．4）

内面一口タロナデ 母砂粒を含む。10YR6／

4（にぷい黄程色）
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16

第12図　2号住居址出土鉄器実測図

第5表　2号住居址出土鉄器観察表

0　　　　　　　　　　5cm

l　（1：2）　l

番号器　種　名法量（cm）重さ（g） 特　　　　　　　　　　 徴

16 刀子（？）
（11．0）

1．3
0．8

29．5

刀部は認められない。

17 刀子（？）
（5．8）

0．8
0．6
13．5

刀子の柄の部分か？

第2節　掘立柱建物址

1号掘立柱建物址

遺構（第13図）調査区の南側B－6・7、C－6・7グリッドに位置し、長軸がN－120－E

方向を指す。本班は、長軸方向4本、短軸方向3本の柱から構成される6．0×5．2m（3×2問）

の建物址の柱穴跡で、柱間は南北列でおよそ1．6m－1．0m－1．6m、東西列でおよそ1．8－1・9mを

測る。ピットの平面形はほぼ円形を呈し、その規模はPl（57×57×36cm）、PZ（51×46×3

3cm）、P。（60×55×24cm）、P4（57×53×45cm）、P5（51×45×24cm）、P6（51×42×

26cm）、P7（45×42×42cm）、P8（57×51×36cm）、P。（54×52×39cm）、PlO（58×52

×49cm）である。底面は全体的に軟弱で、底面をはっきりと確認できないピットも多い。また、

各ピット内の覆土は2分層されたが、平面及び断面で柱根らしき痕跡は確認できなっかった○

しかし、本祉の基礎となる四隅のピット（PIP4P，Pl。）は、他と比較して気持ち深めであ

る事を観察した。

尚、出土遺物は須恵器・土師器の破片のみで、各住居址と同時期もしくはそれに近接するも

のと考えられる。
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1層：10YR2／3（黒褐色）
2層：15YR2／2（黒褐色）

B′

10YR5／6（黄褐色）を1％含む

第13図1号掘立柱建物址実測図
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第3節　土　　坑

遺構（第14・15図）調査区から12基の土坑を検出した。主に、プラン形状が掘立柱建物祉の

ピットと類似性が薄く、かつ比較的大型で複数に覆土が分層できたものを土坑とし、ピットと

大別した。土坑は、規模・形状・内部構造等の諸特徴により、大きく3つのタイプに細分した。

これにより、各土坑の用途・性格が異なると思われる。

A類（3・7・17号土坑）

下記の諸特徴から、属に「落し穴」と呼ばれる土坑の一群である。

平面プランの形状は比較的整った円形もしくは楕円形を呈し、直径または長軸が1．5m、深

さも0．8mを越える大型土坑である。底面ははぼ平らに整えられ、法面上部で段部を形成しす

り鉢状に掘り込まれるもの（7号）、段部をもって垂直気味に掘り込まれるもの（17号）、段

部はなく垂直に掘り込まれるもの（3号）等、それぞれに微妙な違いがみられる。しかし、底

面中央部にはプランの長軸方向に添って、木杭の基部を埋め込んだと推測する直径15cm前後の

小穴を2～3穴有する共通点を持つ。覆土は、レンズ状に規則性のある自然堆積であった。

また7号土坑のように、法面に直径5cm前後の小穴が不規則ながら適度な間隔に配置する。

掘り込み角度のほとんどが、法面に対し斜方向に開けられる。それぞれに杭が装着されたと仮

定するならば、土坑の中心部、それも上面に先端部が向けられたと考えられる。

B類（10号土坑）

平面プランが整った円形を呈するもので、円筒状にほぼ垂直に深く撮り込まれ、底面は平坦

で壁面も丁寧に整えられる。また覆土の堆積もA類と比較するならば、やや締まりに欠け不自

然に順層する。

C類（1・2・4～6・8・9・11～18号土坑）

検出した土坑の大多数を占める一群で、平面形があまり整わない円形・楕円形を呈し、長軸

または直径が0．7～1．5mと大小様々である。掘り込みはすり鉢状に掘り込まれるのが基本であ

るが、比較的浅いものが主であり、壁面は不規則で底面は凹凸が目立っ不整形な形状である。

覆土は、単複様々で規則性には欠ける。

遺物（第16・17図）12・17・16号土坑より縄文土器を出土している。その他の土坑からは遺物を

伴わない。17号土坑からは、上部より2個体のまとまった土器が出土している。1は、胴部か

ら朝顔状に立ち上がる口縁部が「く」の字状に内曲し、緩やかながら4単位からなる波状口縁を

呈する大型の探鉢である。外面には部分的にLR縄文を斜状に施す。2は、羽状縄文を充填し

た後、上位に半裁竹管文を幾何学的に施している。縄文時代前期後半に位置づけられると思わ

れるが、「落し穴」土坑からこれだけまとまった遺物の伴出は珍しい。12号土坑からは、1
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3号

762．8m

闇．’闘

7号

第14図　土坑実測図1
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5号

〕「∴

‾＼二ノ了

三「一一
761．6m

‾、＼三≡‾

一二一
762．9m

「、屯夢二‾

苫1．∈二
千二‾三fl

16号

一一■iL．ノ／　十－

－ミ空‡－
763．0m

下〒「

二一「一一

‾＼魔女‾

「＝琴三7

－「二
762．9m

‾⊂元こフ二‾

0　　　　　　　　　1m

l　（1：4）　l

第15図　土坑実測図2
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第16図17号土坑出土土器実測図
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第6表　土坑一覧表

番号 平 面形 断面形 規 模 覆　　　　　　　　　　　　　　　 土 締まり‾粘性 備　　　　　　　　 者

1 楕 円形 台　 形
120 1 層10YR3／4 （暗褐色） 強 弱
78
21
2 層10YR4／6 （褐色）　　 ロームブロックを10％含む 強 中

2 円　 形 長 方形
163 1 層10YR2／1 （黒色）　　 ローム粒子をブロック状に2 ％含む 中 中
140 2 層10YR3／3 （暗褐色）　 ローム粒子を3 ％含む 強 弓会
28 3 層10YR4／6 （褐色）　　 ローム粒子をブロック状に 3 ％含む 中 中

3 楕円 形 台　　 形

167 1 層10YRZ／2 （・黒褐色）　 ローム粒子を2 ％含む 中 強 落 し穴
128 2 層10YRZ／1 （・黒色‾）　　 ローム粒子を3 ％含む 弱 強

84 3 層10YR3／3 （暗褐色）　 ローム粒子を3 ％含む 中 中
4 層10YR2／1 （黒色）　　 ローム粒子を10％含む 弱 強
5 層10YR2／1 （黒色）　　 ローム粒子を50％以上含む 中 中
6 層 10YR3／3 （暗褐色）　 ローム粒子を20％含む 弱 強
7 層10YR4／3 （鈍い黄褐色） 強 強
8 層10YR6／8 （明黄褐色）ローム粒子を50％以上含む 強 強

4 楕円形 不整 形
168 1 層10YR2／3 （黒褐色）　 ロームブロックを3 ％含む 中 中
80

33

2 層 10YR3／4 （暗褐色）　 ロームブロックを50％以上含む 強 中

5 楕円形 台　　 形
130 1 層 10YR2／3 （黒褐色） 10YR3／4 （暗褐色）をブロック状に 5 強 中
104 ％　 む
20 2 層10YR3／4 （暗褐色）　 ロームプロッタを10％含む 強 中

6 楕 円形 台　　 形
140 1 層10YRZ／2 （黒褐色）　 ハードロームを2 ・％含む 中 中
85

37

2 層10YR4／6 て褐色）　　 ハードロームを2 ％含む 中 中

7 円　 形 二段構造
200 1 層10YR3／3 （暗褐色）　 炭化物を 1 ％ローム粒子を5 ％含む 中 中 落 し穴

174 2 層10YR2／3 （黒褐色）　 炭化物を2 ％含む 強 弱
88 3 層10YR5／8 （黄褐色） 弱 弱

4 層10YR4／6 （褐色）　 10YR6／8 （明黄褐色）を5 ％含む 中 中

8 楕 円形 台　　 形
1 層10YRZ／3 （黒褐色）　 ローム粒子を3 ％含む 強 中
2 層10YR3／4 （暗褐色）　 ローム粒子を3 ％以上含む 中 中

9 円　 形 半 円形
72 1 層10YR2／3 （黒褐色） 強 中

64
36

2 層10YR3／2 （黒褐色）　 径2 ～ 5 cm の礫を5 ％含む 中 中

10 円　 形 四　角　形
79 1 層 10YR2／2 （黒褐色） 中 中

74 2 層 10YRZ／1 （黒色）　　 径0．5cmのローム粒子を5 ％含む 強 強
68 3 層 10YR2／2 （黒褐色）　 径0．5一一 1 cm のローム粒子を10％、所

々に径 5 cm のロームブロックを含む

強 強

11 楕円形 台　　 形
6g 1 層 10YR2／3 （黒褐色）　 ローム粒子を3 ％含む 中 中
57 2 層 10YR3／3 （暗褐色）　 ローム粒子を5 ％含む 弱 中
24 3 層 10YR4／6 （褐色）　　 ローム粒子を50％以上含む 強 中

12 楕 円形 台　　 形
gO 1 層10YR3／4 （暗褐色） 中 中

60 2 層10YR3／3 （暗褐色） 強 中

48 3 層10YR3／4 （暗褐色）　 ローム粒子を30％含む

13 楕 円形 不 整形
63 1 層10YR2／2 （黒褐色） 強 弱

l

42 2 層10YRZ／3 （黒褐色）　 ローム粒子を3 ％含む 強 中

53 3 層10YRZ／3 （黒褐色）　 ローム粒子を5 ％含む 強 中
4 層10YR3／4 （暗褐色）　 ローム粒子を30％含む 中 中

14 不整 形 不 整形
107 1 層10YR3／2 （黒褐色）　 ローム粒子を10％含む 弱 中
35
26
2 層10YR2／3 （黒褐色）　 ローム粒子を15％含む 中 中

15 楕 円形 台　 形

75 1 層7．5YR3／2 （黒褐色） 7．5YR2／2 （黒褐色）を10％、ローム 弱

弱

中

強
58 粒子を3 ％含む

33 2 層10YR4／6 （褐色）　　 ローム粒子を20％含む

16

17

18

楕　円　形

円　　 形

楕円形

二段構造

二段構造

不 整形

i

63 1 層 10YR2／3 （黒褐色）　 ローム粒子を5 ％含む 中 中

落 し穴

l

51
48

162

2 層 10YR2／3 （黒褐色）　 ローム粒子を5 ％含む 中 強

1 層10YR2／3 （黒褐色）　 炭化物を 1 ％ローム粒子を 3 ％含む 強 中

155 2 層10YR2／1 （黒色）　　 炭化物を 1 ％ローム粒子を2 ％含む 中 中
110

112

78
32

3 層10YR4／4 （褐色）　　 ローム粒子を10％含む 中 強
4 層10YR3／4 （暗褐色）　 ローム粒子を30％含む 中 中
5 層10YR5／8 （黄褐色）　 ハードローム 強 強

1 層10YR2／3 （黒褐色）　 ローム粒子を10％含む 弱 弱 I

I
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0

（1：3）

第17図　土坑出土土器拓影図

の複節縄文が施文される土器片1点が出土している。16号土坑からは、縄文時代中期初頭の半

裁竹管文土器片が出土している。

第4節　ビ　ット

掘立柱建物址の柱穴と規模・形状が近似するものをピットとして包括した。総数21基を検出

したが、20号ピットのみ縄文時代中期初頭の土器片を伴出したのみで、その他からの遺物の出

土はみられない。

1号

二窃・
761．9m

、三二三「

761．4m

二こ「

18号

二萄
761．3m

二二

第18図　ピット実測図
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第7表　ピット一覧表

番号 平 面 形 断 面 形 規　模 覆　　　　　　　　　　　　　　　 土 締ま り 粘性 備　　　　　　　　　 考

1 楕 円 形
63 1 層10Y R2／3 （黒褐色）　　 ローム粒子 を3 ％含む 中 中

53 2 層 10Y R3／4 （暗褐色）　　 ローム粒子 を50％以上含む 中 中

2 楕 円 形
69
42

3 円　 形
37
37

4 楕 円 形 皿　 状
10°0
58
20

1 層 10Y R3／4 （暗褐色）　　 ローム粒子を 5 ％含む 強 中

5 楕 円 形 四 角 形
53 ・1 層 10Y R3／2 （黒褐色） 強 中

38 2 層 10YR 3／2 （黒褐色）　　 ローム粒子を10％含む 強 中

34 3 層 10Y R3／2 （黒褐色）　　 ローム粒子を50％以上含む 強 中

6 楕 円 形
49
3 9

7 不 整 形
53
44

8 円　 形 半 円 形
48
42

9 円　　 形 半 円 形
48
42

27

10 円　 形
60
47

1 1 円　 形
69
49

12 円　 形
32
32

13 円　 形
42
40

14 楕 円 形
58
4g

1 5 円　 形
50
3 6

1 6 楕　円　形
49

2 5

1 7 楕 円 形 不 整 形
50 1 層10Y R2／3 （黒褐色） 強 中

42 2 層 10Y R3／3 （暗褐色） 中 中

23 3 層 10Y R3／3 （暗褐色）　 ローム粒子 を3 ％含む 中 中

18 円　 形 長 方 形
54 1 層10Y R3／4 （暗褐色） 強 中

46‘ 2 層10Y R2／3 （黒褐色） 強 中

42 3 層10Y R4／4 （暗褐色） ローム粒子を50％以上含む 弱 中

19 円　 形 台　　 形
52 1 層 10Y RZ／2 （黒褐色） 弱 中

41 2 層 10Y R2／3 （黒褐色）　 ローム粒子 を3 ％含む 弱 中

36 3 層10Y R3／4 （暗褐色）　 ローム粒子 を30％含む 強 中

20 円　 形 台　　 形
60
5 6
3 2

1 層 10Y R2／3 （黒褐色）　 ローム粒子 を3 ％、炭化物 を2

％含む

中

l

中

21 不 整 形
97
2 2
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第5節　ロームマウンド

1号ロームマウンド（第19図）

遺構　D－4・5、E－4・5グリッドに位置する。やや不整形な楕円形のプラン形状を呈

し、東西5．6mの南北4．3mで、マウンド確認箇所から深さ1．3mを測る。マウンド部はソフト

ローム（テフラ）を主体とする黄褐色土で構成されるが、その中にブロック状のハードローム

が混在する。遺構上面作業時に地山との境界が不明確で、マウンド部の削平を行ってしまった

が、僅かな盛り上がりを確認できた。

遺物　上部覆土中から縄文中期後葉の土器片1点を出土している。

層
層
層
層
層
層
層

1
2
3
4
5
6
7

：10YR5／4（にぷい黄褐色）10YR4／3を20％含む
10YR5／6（黄褐色）
10Ⅵ15／6（黄褐色）
10YR4／4（褐色）
10YR5／6（黄褐色）
10YR3／4（暗褐色）
10YR5／6（黄褐色）

8層：10YR5／6（黄褐色）

9層：

ローム粒子を10％含む
ローム粒子を10％含むハードローム
10YR5／6のローム粒子を50％以上含む
ローム粒子を10％含むハードローム
ローム粒子を40％含む
ローム粒子を10％含む粘性の弱いハードローム
径0．50mの礫を3％含む
ローム粒子を10％含む
径0．5cm以下の礫を5％含む

径0．5～10cmの礫及び砂粒で構成される
（1：3）

第19図1号ロームマウンド実測図及び出土土器拓影図
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2号ロームマウンド（第20図）

遺構　C－3・4グリッドに位置する。南

北3．4m東西3．1mで深さ0．7mを測り、不整

円形のプラン形状を呈する。当初は土坑とし

ての掘削を始めたが、上部にロームを主体と

する褐色土の確認で2号ロームマウンドして

認定した。また、縁から下部にかけて褐色土

が堆積する。底面は凹凸が激しく、マウンド

の盛り上がりは未確認である。

尚、遺物の出土はなかった。

l
l
′
＼
－

1層：10YR5／6（黄褐色）
2層：7．5YR4／4（褐色）

第20図　2号ロームマウンド実測図

第6節　火葬墓

1号火葬墓（第21図）

遺構　G－5グリッドに位置する。長さ1．2mの範囲に、

幅40cm前後の珪岩・硬砂岩・粘板岩等の自然石を石材とし

て5点を用い、比較的平坦な面を上へ向け、ほぼN－00

－S方向を主軸に配置される。石の表面は、全体的に赤褐

色に変色しひび割れも観られ、表面には油脂と思われる物

質を焼いた時にみられる、黒褐色の染みが部分的に付着す

る。また石の検出面を中心に、焼土と炭化木片、そして粉

砕した骨片がまばらに出土している。これらの検出状況か

ら、火葬墓であろうと判断した。

本遺構の検出状況は、石材の一部が基本土層の第Ⅴ層上

部に達する物も見られるが、第Ⅱ層はなくⅢ層掘削中に確

認しており、層位からは他の各遺構より新規の構築時期で

ある事は明確である。しかし、骨片以外の遺物はまったく

出土しておらず、具体的な時期判定を下す事はできない。

－31－
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l層：10YR2／3（黒褐色）
焼土を5％、赤褐色土（5YR4／4）
を25％、炭化物と骨片をまばら
に含む

2層：10YR5／4（にぷい黄褐色）
基本土層第Ⅴ層に相当

第21図　火葬墓実測図



第Ⅴ章　ま　　と　め

今回の調査では、前述のとおり縄文時代、平安時代の多数の遺構・遺物が検出された。本遺

跡は、深沢川の南側河岸に帯状に広がる遺跡群に属し、特に代表される望地遺跡との継続関係

を確認できた事は大きな成果であったと言える。本書のまとめとして、今回の成果について若

干の考察と、今後の課題についてつけ加えておきたい。

縄文時代の遺構としては、土坑・ピットそしてロームマウンドが充てられようが、その大多

数が築造・使用時期を示すまとまった遺物を出土する遺構が少なく、わずか数点の土器片を覆

土に包含するだけではすべて本時期にあてはめられない。かつての堂地遺跡狐窪地籍の調査

（昭和48年度）では総数362基の土坑を検出し、縄文時代前期後半から後・晩期、平安時代、中

世の遺物を出土するものも見られる。しかし、3・7・17号土坑に観られる「落し穴」的な

機能を有する土坑はほとんどなく、上記の土坑群とは関連性が薄い。また17号土坑のように使

用時期を判別し得る、まとまった土器を伴う「落し穴」土坑の存在はあまり類例が少なく、

周辺部における縄文前期後半期の集落跡の存在と、同期の狩猟域の広がりが予測される。

奈良・平安時代の遺構としては、出土遺物からほぼ8世紀末から9世紀前半に当たる住居址

2軒と掘立柱建物祉1棟を検出し、狐窪地区からの集落域が継続することが言える。調査面積

と過去の検出例の割合に対し、西方に向けて減少傾向との見方もあるが、各遺構が調査区の中

央より南側に集中することから、まだその南側の未調査地一帯に集落域が広がる可能性を示唆

できよう。

箕輪町西部を南北に流れる西天竜用幹線水路を境に、東は土地改良を進めた水田地帯、西は

自然地形を利用した畑地帯が広がる。今回の調査箇所は後者に属することもあって、微妙な地

形の起伏の見極めと連日の猛暑も手伝ってか、遺構の検出に困難を要した。しかし、検出した

各遺構の保存状況が良く、今後第2第3次墓地造成計画の実施における本遺跡の再調査により、

奈良・平安時代の集落の広がり、縄文時代の狩猟場としての状況、また新たな発見と成果に大

きな期待が膨らむ。また、本地域一帯がこれらの計画以外はさほど大きな開発計画もなく、遺

跡の保護・保存に極めて喜ばしいと言えよう。

なお末筆にあたり、本事業に多大なご理解とご協力をいただいた上伊那西天竜土地改良区並

びに箕輪町土地開発公社の関係諸機関を始め、松島、大出、八乙女の各地域の皆様、そして猛

暑の中、直接調査にご尽力いただいた調査団の皆様に、本書の刊行をもって改めてお礼を申し

上げたい。
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調査地近景（調査前、南東より）

調査地鳥観（乗より）
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土層堆積状況

1号住居址



1号住居址掘り方

2号住居址
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4

2号住居址（拡張前）

2号住居址掘り方



1号住居址カマド

2号住居址カマド1（出土状況）

2号住居址カマド2（内部状況）
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1号ロームマウンド断面
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1号掘立柱建物址

火　葬　墓



1号住居址出土土器、鉄器
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2号住居址出土土器1
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2号住居址出土土器　2、鉄器
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17号土坑出土土器

調査協力者
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